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 平成26年11  8  に われた第10回「久之浜防災緑地づくり会議」では、まず
平成24年度からの取組経過と現在までの成果の説明がありました。また、平成26年
5  に ったアンケート調査の結果報告も われました。
 今回の防災緑地づくり会議からは、今後整備が進む緑地をみなさんと 緒に活 ・運
営していく 法を話し合っていきます。具体的な活動のテーマについて、参加者のみな
さんからは「 どもも  も巻き込んで、地域全体で関わっていきたい」「全国のボ
ランティアと協 していきたい」などの意 が出されました。
 それらの意 をもとに、具体的に活動するグループを ち上げ、住 のみなさんに広
く呼びかけ、ご希望の活動に参加していただくことになりました。
 （話し合いの結果は次ページより）
 最後に 館先 より、久之浜で う照明社会実験の説明がありました。
 皆さんの が必要です！ぜひ活動への参加をお願いします。

活用・運営するための活動テーマを考えました。
　　　　いよいよ本格的にスタートです！

【久之浜防災緑地について】

久之浜防災緑地は、海岸堤防背後に盛り土を行い、ク

ロマツを中心とした植栽をすることで津波被害を軽減さ

せ、まちを守るために福島県が事業主体となって整備を

行っています。この久之浜防災緑地が地域と共に成長し、

世代を超えて愛され、永年にわたりまちを守り続けてい

けるよう、地域住民の皆様といっしょに利活用・運営の

方法について検討しています。

久之浜地区防災緑地　鳥瞰図

【行政】
＜福島県＞

いわき建設事務所

＜いわき市＞
都市復興推進課

久之浜・大久支所（地域）
その他関係

【防災緑地に関わる人々】

（福島大学）

【専門家】
○風土、風景、生態：廣瀬先生

（東京大学空間情報科学
研究センター協力研究員）

○植栽：木田先生（樹木医）

○生態系：黒沢先生（福島大教授）

根本先生
○防災・景観：角舘先生
（景観・照明コーディネータ）

○協働、まちづくり：奥村先生
（地域協働コーディネータ）

＜企業＞

･CSR
・社会貢献活動
・地域貢献活動

＜学校＞

・学生間交流

【ボランティア】

地域の方々とともにつくり、ともに育む

＜ボランティア＞

・地域間ボランティア
・復興支援ボランティア

【地域】
・地域住民

・復興対策協議会
・区長会

・地域づくり協議会
・漁協 ・商工会
・婦人会 ・消防団
・小学校 ・中学校
・保育園 ・幼稚園

・ボランティア
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 前回までのプランを実現するために、現実的に活 ・運営していくう
えで、どのようなことに気をつけて進めていけばよいかを検討しました。
みなさんからでた意 を元に、よりきめ細かく話し合うにはどのような
グループを作っていけばよいかを検討しました。

話し合いのまとめ

「育成管理の担い手を考える」グループ

「イベントや集いの企画・実践をする」グループ

・幼稚園・小学校・中学・高校・自治会・老人クラブなどを巻き込んだ活動

・小中学校の連携・引き継ぎ（小さい頃からの防災意識、美化意識の向上）

・街の清掃行事などと連動していく（維持管理など）

・花の愛好家（グループ）に呼びかけ

・緑地の花壇の手入れは人手が欲しい

・学校の授業での活用（防災教育、防災訓練、植生の環境学習）

・季節ごとの写真、遊び場でのイベントを位置づけていく

・年寄りが集まる場所が少ない

・伝統行事を開催できる場にしたい

・広域の緑地帯を利用する。歴史を展示する。

・ペットのフンの始末などの問題もある

「情報発信・記録する」グループ

・植栽の成長具合を PR するよう、当該植栽についての学術的説明板を設置し、学習の場としていく。

・防災緑地の「防災」たる所以を持続する。「震災の記憶」を記した看板等を設置する。

・防災緑地の成り立ち、復興進捗、まちの歴史を語り継ぐ人材育成、防災緑地の樹木育

　成活動を震災復興の象徴とさせる

・情報発信：ホームページ、ブログ、SNS　等

「多様な人達との連携を考える」グループ

・全国のボランティアとのよい協力関係を築きたい。

・いわき市の全 7 地区の防災緑地の連携

   ①各地区活動団体の協力

   ②サイクリングイベント時に清掃

・外部からの人集め・交流

・コーディネートと仕組みづくり

・ボランティアには楽しみ、交流が必要

・サポートチームとの連携

・他地域や町外に住んでいる方も参加、活動できる、  内外にひらかれるようにしたい

「収益活動」を工夫するグループ

・地元ばかりでなく観光客も楽しめる何かが欲しい

・久之浜の魚はブランド品だった

・体験（漁業・農業）型の地域づくりを行い、収益にもつなげる。

・ふるさと会員 …公共の支援 ( 財政的 ) に頼らず自力での資金調達としての会員募集

「全体の企画をとりまとめる」グループ

・防災緑地の管理事務所を立ち上げる

・年間スケジュール、情報発信、会合

・行政との連絡かボランティア受け入れのための窓口が必要

・案内所のような施設との連携

-2-



久之浜夢あかりプロジェクト

  舘先 より、照明社会実験のご説明がありました。
名付けて、「久之浜夢あかりプロジェクト」。
久之浜の夜間の 景をよくしていくため、避難誘導を第 に
考えながら、防犯はもちろん景観的にも美しい場にしていき
たいと考えています。「久之浜らしさ」を 事に、地域のあた
たかい照明をつくっていきます。 
 詳しい 程はまたお知らせいたしますので、ぜひご協 お
願いいたします。
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アンケート結果まとめ
 平成26年5 に った「久之浜防災緑地の利活 ・
運営に関するアンケート」について、結果をまとめま
した。この結果は、第9回防災緑地づくり会議で し
た植栽プラン(案)の検討に活 しており、今回は今後
の活動に関わる部分についてご報告いたします。防災
緑地を活 ・運 していく上での重要なキーワードと
してこれからの検討に盛り込んでいく必要があります。

「憩い・散歩」、「スポーツ・イベント」、

「子ども達の遊び場」と答えた回答が多い
 です。

アンケート結果

【問 これまでどういった地域の活動
　　　に参加されたことがありますか】

全体の傾向として、町内の清掃活動、お
祭り等の地域の伝統行事への参加率が高
いほか、機会があれば清掃や植栽などの、
水辺や森林の自然保護活動へ参加してみ
たいという回答が多かったです。

防災緑地の活用・運営においても、地域
のみなさんが参加で気軽に参加できる清
掃活動や地域イベントを企画していくこ
とが有効であると考えられます。

【問防災緑地を利用するにあたって、
　　　どのように利用したいと思いますか】

防災緑地は、普段は散歩やいこいの場、
子どもたちの遊び場に、また休日などは
広場を利用したスポーツや年中行事のイ
ベントの場として利用するなど、地元の
方々が身近に利用できる緑地とすること
が有効であると考えています。

【問 今後、地域活動に参加しやすくするために整えて欲しい条件をお応えください】

情報提供の充実と
答えた回答が最も
多いです。　

地域活動の企画時に、十分な情報提供を行うことが参加者を増やすことにつながると考えられます。
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【問 昨年度から実施されている久之浜・大久地
　　　区復興グランドデザイン策定部会や防災緑
　　　地ワークショップを通じて、”久之浜らし
　　　い防災緑地”という意見が繰り返しだされ
　　　ました。あなたにとってこれからも大切に
　　　したい「久之浜らしさ」とは何ですか。】

また少数意見ではありますが「久之浜らしさ」
のキーワードが多数出されています。これから
防災緑地を活用・運営していくために「久之浜
らしさ」を意識した活動が有効であると考えら
れます。

少数意見を含めても、魅力的な防災緑地である
ためには、地元久之浜大久地区の住民が気軽に
利用できたり、参加できたりする体制やしくみ
づくりが有効であると考えられます。

【問 防災緑地の情報発信について、 希望する方法をお答えください。】　

「回覧」を希望する回答が一

番多く、年齢別に見ると50代

以下はホームページを希望す

る回答も一定程度挙げられた

一方で、60代以上はホーム

ページではなく「掲示板」挙

げる回答も多く見られました。

これから地域の皆さんに情報

発信をしていく上では、「回覧」、

「ホームページ」、「掲示板」

を活用するのが有効であると

考えられます。

【問 魅力的な防災緑地とするためのアイデア
　　　をおしえてください。あなたや家族、仲
　　　間と楽しく過ごす工夫、久之浜にふさわ
　　　しい景観づくり、樹木を植えたり育てる
　　　活動を楽しくする工夫など、アイデアを
　　　自由にお書きください。】

自由意見は右記のように分類しました。
豊かな自然景観に関する自由意見が最も多く、
次いでそれを活かしたイベント等の観光的な取
組が多いです。

自由意見は右記のように分類しました。防災緑
地に植える樹種に関する自由意見が最も多く、
次いで、防災緑地の利用に関する自由意見が多
く見られました。いずれも、憩い・レクリエー
ションなど日頃の利用を意識した意見でした。
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 事の進捗状況
次の世代に伝える大切な防災緑地を
力を合わせて育てていきましょう！

どんどんできてきていますね！全景の写真です

【お問い合わせ先】  福島県いわき建設事務所
          TEL：0246-35-6075（ 倉、菅野）

秋葉神社

 久川

「防災緑地づくり」の流れ

各種調査
設計

工事着工

被災家屋基礎等取壊し

盛土整備工事

植栽・施設工

工事完成

供用開始

防災緑地
都市計画決定

H28

H25春

H24冬

H26春
防災緑地づくり会議防災緑地づくり会議

ワークショップ等

ドングリプロジェクト

利活用検討

防災学習

活動組織づくり

運営・維持管理活動開始

今ここです

詳細設計

講演会実寸大模型見学

事例紹介

ワークショップの様子

どんぐり種まきの様子（H25.11.29）
植栽実験（H26.3.16）

ドングリプロ
ジェクトによる
ドングリ育成

防災緑地へのドングリ植樹

ワークショップ

H25秋

※防災学習と一体となっ

たドングリプロジェクトの
実施

どんぐりの絆プロジェクトに
よる苗木贈呈（H26.7.14）

未来のために防災緑地を育てていきます

-6-


